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■多重伝送の内容

OONN

SWが連動(同期)
して動く

SW2

時分割の
電気信号

ONをタイマで少し延ばす

信号幅が広いので確実に長距離の多重伝送が可能です。やや
こしい通信プロトコルは何もありません。オシロでその信号
を見るとＰ3のような波形を見ることができます。

２本の線を切替えて使用
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（１）時分割多重伝送を司る伝送主基板

1.5V

上図の電池に相当するものがこの基板です。

伝送ユニットに電源を送る機能と切替の同期

(上図のSW1,SW2の切替タイミング）を取る機

能と双方向に接点信号を送る機能を矩形波で

電力を供給することで可能にしています。

この基板(ULP03)を２本の電線に接続

するだけで多重伝送が可能になります。

特許の省配線とノイズ抑制回路
(特許取得済み)

この基板ULP03を内蔵した 伝送親局と呼ばれるユニットはパラレルI/OやシリアルI/Oの組み合わせで各種あります。

またこれに接続する接点用、アナログ用、パルス用のユニット、基板が各種あります。伝送の基本は接点信号です。

伝送主基板 ULP03 (伝送用電源）

DC12V/24V

ノイズに強いので
どのような電線で
も多重伝送が可能
になります。
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実際は256点

ON/OFF情報の伝達

1対の線
SW1

SW2

伝送波形

ユニバーサルラインの概要

P1

信号は切替SW1とSW2を同じ時間で同期して切替えて複数の信号

を2本の線で送ります。 実際には256点の個別の接点信号を0.5

秒で伝送しています。 これは電気のスピードで言うと非常に

遅いスピードです。 現在よく使用するLANの約１/2万ですが逆

に言うと2万倍も信号幅が広い伝送です。 このためノイズに強

くて安定した信号の伝送が可能になります。

配線の分岐方法に制限の無い長距離伝送が可能なの

で、256点の接点信号を伝送するのに0.5秒の遅延が

問題にならない用途であれば監視、管理、計測系の

用途がパラレルに接続するだけで限りなく拡がりま

す。増設、追加工事を考えると大幅なコストダウン

が可能です。

アナログやパルスのデータは2進法の重み(1,2,4,8,16･･･)を付けて接点のアドレス位置に並べてデータを
伝送します。(このことは簡単な接点ユニットでそのアナログ信号のデータのアドレスに合せると警報設定
器として出力することもできます。)またアナログデータが接点信号でパラレルに取り出せるのでシーケン
サの汎用入力で取込み温度、圧力等のデータを測定することも可能です。

ユニバーサルラインは1対の電線を使用して時分割で複数の接点信号を双方向でやり取り

するシンプルな伝送です。ユニバーサルラインの伝送のイメージは下の絵のようなもので

す。下図左の中央の2本の電線を利用して時分割で複数の接点信号の伝送を行います。



伝送の基本は実際には下記のようなタイミング
で矩形波の電力(パワークロック)をラインに配
信することで多重伝送が可能になります。

ｽﾀｰﾄ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 .......... 255 256 ｽﾀｰﾄ1 2

クロックは24Vの16mS_ON 1mS_OFF 1mS_ON の繰り返し

伝送の基本波形

0.5秒

クロック
繰り返し

－４０

℃

伝送電源
各種の入出力ユニット

パラレルに接続してアドレスを合せるだけ12V/24V

（３）ユニバーサルラインの使い方

① 伝送電源に2本線を接続すればそれがユニークな伝送、ユニバーサルラインになります。

② 入力ユニットと出力ユニットをそのラインに接続して、

③ 後は１～256までの入出力のアドレス(=I/O番号)スイッチの設定を合せるだけです。

④ これでノイスに強い総延長10km以上伝送できるの時分割伝送システムの出来上がりです。

⑤この接続でアドレス1の入力を→アドレス1の出力に ～ アドレス256の入力を→アドレス

256の出力へ信号を送ることが可能になります。

⑥後は必要に応じて途中分岐(分岐方法制限なし)で入力と出力を増設して下さい。

⑦またこの1～256のアドレスは入力、出力共に制限無く自由に重複することも可能です。

⑧この伝送ラインには接点信号の位置に2進化したアナログ計測値、パルス積算値などの

データも混在してやり取りすることが可能です。

（２）伝送のタイミング説明

出力1
出力1入力256

出力256

(伝送親局よりパワークロックの配信)

16mS

1mS 1mS
2,4,5の接点信号ON 他はOFF

出力継続時
は繰り返し

P2

配線が足りない時に

ユニバーサルラインは自由な分岐と自由なアドレス割付
けができるので、1対の線が256本と同じように使えます。

既設配線の多重化

ユニバーサルラインで

双方向伝送

各種の監視、計測、管理信号

長距離の信号伝送に

複数機器の相互通信に

4-20mA信号の多重化に

工場の総合管理に

総合エネルギー管理に

多点の温度計測に

設備の遠隔管理に

生産管理の一元化に

予知メンテナンスに

各伝送ユニットはスタートから矩形波の立ち
上りの数を数えて自分のアドレス設定スイッ
チの値と比較し、自分に設定された時間位置
(=アドレス)になった時の矩形波の隙間でマイ
ナス信号で接点ON/OFFのやり取りをします。



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

信号ONの敷居値
ON OFF ON OFF ON OFF OFF ･･････ ･････ ON ･･･

最終256
ユニバーサルライン

伝送波形

スタートクロック
(同期の基準用)

0V

+24V

-10V

（-5V）

ユニバーサルラインの特徴

（１）シンプルで長持ちで長期の互換性
ユニバーサルイラインはシンプルなため同一伝送方式で20年近く使われています。そのため当時のものと現在のものとは完全に
互換性があります。シンプルなため長期の使用でも故障がありません。連続使用の最古のユニットは約18年、現在も継続して使
用されています。その現場は多重伝送にはハードなB接点仕様ですが24時間、365日、16年間　0.5秒ごとに100台のセンサの状態
を伝送し、監視システムとして不眠不休で活躍しています。

左図のように伝送路の何処にもこのような信号がパ

ラレルに配信されています。左図では1番,3番,5番,

15番の信号がONしています。このように何処から見

ても判り易いシンプルな形で伝送します。このよう

にシンプルな伝送方式なので安定していて変わるこ

とが無いため、いつまで陳腐化せずに継続して使用

できます。

また何処から見ても分かるとゆうことはアドレスの

重複が可能ということです。よく使用する例ではデ

マンド制御があります｡デマンドコントローラの8接

点の制御信号を伝送ラインに取込み、その制御信号

で工場中の省エネ機器を段階制御します。多い例で

は1制御信号に50台の省エネ機器を接続して合計8段

階×50箇所＝400台の省エネ制御を2本の線を有効利

用して行っています。

（２）目に見えるわかり易い伝送です

ユニバーサルラインは下図のような単純で確実な波形で伝送しています。

P3

（３）デジタル、アナログ、パルスが混在して伝送できます。

このユニットにスキャンアドレスを割付ける
ことにより2000点のアナログ測定や 250箇所
の電力パルス計測などが可能になります。接
点位置にデジタルで分解したアナログ信号を
割付けるのでシーケンサの汎用接点入力でア
ナログ計測を行うことが可能になります。アナログ デジタル パルス

（４）ほとんどの電線が使用できます

上記以外ではほとんどの電線が使用できます。 特にツイストペア､シールドと

かの制限はありません。多芯ケーブルの一部でも、往路と復路の線種が変わっ

ても極端に抵抗値が高く無い限り使用できます。ノイズに強いので動力線と同

一経路の配線でもほとんどの場合使用できます。伝送電源からの電力を供給し

ていますので細い電線の場合はダブルで使用すれば伝送距離が延びます。

どのような電線でも2本あれば多

重伝送として使え、256点の接点

信号やアナログ、パルス信号が

混在して双方向で送ることがで

きます。

使用できない電線
★絶縁不良の電線 （1MΩ以下や降雨時に不安定な電線）
★断線しかけている電線 （長期使用には論外）
★細くて長い電線 （0.5Φで1KmでNG 負荷によりダブルではOK)

SSiimmppllee iiss BBeesstt !!

シンプル故に長持ち。0.5秒の時間の遅れが問題にならない範囲で使用でき、パソコン、イン

ターネット、携帯電話、LAN等のIT機器との融合性が良く省エネ、トレーサビリティ、生産性向

上等の管理要因の増大でユニバーサルラインの用途が徐々に広がっています。基本の生データを

そのまま送るシンプルな信号処理が故にいつまで陳腐化せずに使用でき、新いハード、ソフトを

組み合わせた新しいシステムも新規に構築することなくそのままで既設設備を有効利用した形で

グレードアップや用途拡大がはかれます。

ユニバーサルラインはデータ伝送
も可能です。アナログ信号であれ
ばデジタルに変換して重みを付け(
温度であれば0.1℃ 0.2℃ 0.4℃
0.8℃ などのように)、積算パルス
データであれば2進表示にして接点
位置に割付て伝送します。



那須中継所↓
至

青
森

7Km

↑
至

東
京

那
須
高
原
Ｓ
Ａ

那須高原ＳＡ

黒川気象観測所

（５）どのような配線方法でも動作します。
配線方法は特に制限はありません。パラレルに接続すれば放射状、ループ状、送り配線 でもどんな分岐でもかまいません。
T型分岐は分岐先の距離や場所、分岐数に制限なく分岐先の終端抵抗等は一切必要ありません。

２芯

どこでどのように分岐してもかま

いません。要はパラレル配線で親

局からの電力が確実に到達すれば

安定して動作します。

（６）長い期間使用できます。
単純な回路に特化しているだけにこれ以上変えようがなく,
高速充放電がないのでコンデンサの容量抜け等が起こり難
く15年以上使用しても伝送特性の劣化がありません。

平成元年～現在
NTT研修ｾﾝﾀ監視盤
(大阪市内)

平成２年～現在
砕石散水制御盤
(池田市内)

１４年目の
伝送波形

(劣化無し)

P4

（７）Ｎ：Ｎの接点による双方向通信

（８）長距離の伝送が可能です。

ユニバーサルラインはブロードキャストな伝送ですので個々の機器
の親子の関係はありません。場所に応じた点数の入出力ユニットを
使用し、 アドレスを合わせるでけで同時にどのユニット同士とで
も接点信号のやり取りが可能です

東北自動車道の那須高原サービスエリアと黒川気象観測所間の約7Km、

小倉のモノレール駅舎監視10Km等を0.9Φの予備線を使用して信号の伝

送に使用されています

1スキャン0.5秒で256点の接点信号を伝送していますが1ビットを1
信号として伝送しているのでRS485通信のように1文字情報の伝送に
10ビット使用したり、LANのような余分な信号を送らず またシーケ
ンサリンクのようなバッチ処理をしない単純な伝送なので結果的に
はそれらを使用したシステムよりはるかに高速で処理ができている
システムが多くあります。

10Km先の 256接点のすべての変
化を0.5～1秒でパソコンに反映
します (ダイレクトな監視です
ので変換ロス等がありません)

更に高速な計測も可能です。
ラインナップには100KHzの高速計測積算でき、最大最小値を記録
できるユニットもありその計測積算結果を 0.5秒単位で自動収集
することでかなりな高速管理も可能です。

（９）低速ですが高速です

シーケンサリンク 変換等があり結構遅い

(エラーがありません。終端不要です。)

ダイレクトな多重伝送 結構速い

（１０）耐ノイズ性抜群です

多点入出力ユニット
B****8

Ｎ:Ｎ
監視
制御

監視
制御

監視
制御

監視
制御監視

制御

監視
制御

監視
制御

監視
制御

監視
制御

500000Ｖの電力施設の
外周監視で使用してい
る現場写真です。超高
圧送電線と10ｍ接近し
ていますが切替え時の
ハイパワーサージにも
びくともしません。

屋外等にも合計数万点集荷
していますが直撃雷以外は
損傷したことがありません。
左の写真は伝送基板に数十
万Ｖのスパークを印加して
いますが壊れません。

右の黄線はインバータ
回路と同一ケーブルを
使用した伝送の波形で
す。100mの同一配線で
も誤動作は皆無です。



電線径と伝送距離について ユニバーサルラインで伝送する場合に電線の種別はどのようなも
のでも使用できますが電線の太さと伝送距離の関係は電圧降下と
線間の静電容量で決ります。線が太ければ伝送距離は何処までで
も延びます。■伝送距離とその関連要因

（１）ユニットタイプと伝送距離の違い

電源不要型

電源供給型
長距離伝送

電源は伝送ラインを利用する経済的な2線式の汎用品です

PU0,SU0,AT8AD,AT1DA
等の多点I/Oユニト

中距離伝送

タイプ 伝送距離、特徴 型番等

伝送ラインの電力を使用しない汎用品で伝送距離が延びます

超長距離型
(受注品)

A

B

伝送速度を下げたタイプで50Km以上の伝送ができます。
PUC-DX,PU8RY-DX
PU8IN-DX

（２）電線径と伝送距離の関係

電線種別,線径

単線 0.65Φ

単線 0.9Φ

単線 1.2Φ

撚り線 0.3sq

単線 0.5Φ

単線 0.4Φ

撚り線 0.75sq

撚り線 1.25sq
撚り線 2.0sq

撚り線 3.5sq

撚り線 5.5sq

撚り線 0.5sq

単線 2.0Φ

撚り線 0.2sq

同軸 3C2V

同軸 5C2V

LANケーブル

単線 1.6Φ

伝送距離比較(2sqを基準 AD1x50台で7.5Km)※
電線抵抗値/Km ※

157Ω

94Ω
56Ω

30Ω

16Ω

67Ω

25Ω
15Ω

11.8Ω

6.6Ω

4.3Ω

38Ω

5.6Ω
88Ω

105Ω

36Ω

94Ω

8.9Ω

線間容量/Km ※

0.05μF
0.05μF

0.07μF

0.07μF
0.07μF

0.07μF

0.09μF
0.10μF

0.11μF

0.08μF

不明
0.06μF

0.067μF

0.067μF

0.056μF

不明

不明

不明

(パラレルで使用時)

1Km 2Km 3Km 4Km 5Km 6Km 7Km 8Km

※値は配線方法、メーカ、電線種別、撚り率等で変ります。

それぞれダブルで使用すれば２倍近い伝送距離になります。

C
AD1,AD2,AD3,AD4,AD5,
AD6,AD12,ADIAD

P5

電源不要型もタイプにより若干変わります。 長距離AD1,AD2>>AD3,AD4,AD5,AD6,AD12>>ADIAD.AD2AD 短距離

（３）設置状況と伝送距離の関係

電源

伝送距離がかなり下がります

多点入出力

電源 電源

伝送距離が一番伸びる組合せ

多点入出力 PUO+多点入出力

電源

伝送距離は下がります

多点出力

1点入力ﾕﾆｯﾄ(AD1)先端に50台
(分散より厳しい)最大2Km（0.9φ）

ユニバーサルラインの伝送距離はラインに接続するユニットの台数により変ります。多点の信号を長距離伝送する場合は1点タ
イプのユニットを複数設置するよりも電源供給型の多点入出力ユニットを使うことをお勧めします。

電源

伝送距離が少し下がります

多点入出力

最大12Km（0.9φ）80接点入出力

それぞれ電源が必要
約7Km（0.9φ）80接点入出力 SU8IN,SU8RY等

約2.5m（0.9φ）50接点入力

１対１の伝送

１対Ｎの伝送

1点入力ﾕﾆｯﾄ(AD1)50台分散配置

電源供給型多点入力
ユニット分散配置

１対Ｎの伝送

１対１の伝送

C

B

B

C

タイプ

タイプ

タイプ

タイプ

C タイプのAD3、AD4、
AD6等はCPUを内蔵して
いるため少し消費電流
が大きく AD1よりもや
や伝送距離が下がりま
す。

更に長距離の伝送が必要な場合は のタイプを使用します。詳しくはお問合せ下さい。A



（４）配線状態と伝送距離の関係 配線方法によっても最大伝送距離は変ります。

電源

電源

元から分岐した場合

伝送主ユニット この配線方法の場合は各配線の静電容量は伝送主ユニットが吸収
しますので伝送波形はなまることなく長距離伝送できます。

伝送ライン

伝送ライン

先端で分岐した場合

伝送主ユニット コモンドロップ 分岐先伝送ライン

長距離伝送可能

伝送距離低減
分岐先の静電容量によるチャージ電流が
コモン伝送ラインに集中して流れる時に
そこの抵抗によるコモンドロップが伝送
波形をなまらせて伝送距離を下げます。
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■伝送距離と使用点数と電線径の関係
ユニバーサルラインの伝送距離は電線の抵抗値と線間容量で大きく変わります。また途中でT型分岐や放射状分岐が自由に可能で

すが総配線量が多いと線間の静電容量が増えて最終端までの伝送距離は下がります。また伝送ラインの電圧で動作する2線式のタ

イプのユニットを多く使用する場合はライン電流を多く消費するので伝送距離が下がります。 長距離伝送で幹線を太くするのは

有効な方法です。細い線をダブルやトリプルで使用するのは抵抗値が下がりますのでその分、伝送距離が伸びます。途中で線の

太さが変っても伝送には何ら影響を与えません。トータルで抵抗値が下がれば伝送には有効に作用します。24Vで伝送しますので

多対ケーブルの予備線を使用する場合は他回線への影響等を確認して下さい。

電源

多点入出力

電源 電源

多点入出力 PUO+多点入出力

電源
多点出力

（１）多点I/Oの１対１の伝送

（２）１点入力ユニットの多点の伝送

B

C

タイプ

タイプ

線径 最大伝送距離

0.65φ

0.9φ

1.2φ
2sq

6Km

9Km

13Km

14Km

Max256接点信号

Max256接点信号

線径

0.65φ

0.9φ

1.2φ
2sq

1.4Km

2.5Km

3.5Km

7.5Km

800m

1.5Km

2.3Km

4.4Km

500m

1.0Km

1.8Km

3.5Km

200m

400m

700m

1.2Km

1点伝送ユニット AD1 もしくは8点のAT88

集中配置

分散配置

AD1 50台 AD1 100台 AD1 128台 AD1 256台

距離データについて

この試験データは弊社内で電線便覧等に基いたデータにより１Km単位の模擬回路を必要数接続して行ったものです。信号は全て

の入力がＯＮ（Ｂ接のＯＦＦ）の時の最大負荷の値です。この回路と実際の現場との比較の場合、結果的には現場の伝送距離の

ほうが延びて確実に伝送できています。現場の計測では線間の静電容量が以外と小さい場合が多いようです。それが伝送距離を

延ばしている要因のようです。しかし実際には配線の方法、伝送ユニットの種類や分散状況、使用する電線の被覆の厚み等の影

響で上記の数値より前後します。実際の施工には上記の数値を参考にして余裕をもって設計して下さい。また伝送路の状態が不

明な場合はデモ機等を貸し出していますのでご利用下さい。

上記の試験は伝送負荷の重い集中配置型です。

DC

最大伝送距離



■工事要領書■
多重伝送ユニバーサルラインはノイズに強い伝送方式ですが複数の情報を重複して送りますので接続

等は確実にしなければせっかくの情報を有効に利用することができません。２本の伝送ラインＬ＋、

Ｌ－をショートしない様にパラレルに接続すれば確実に動作するものです。
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（１）使用する電線

（２）配線方法

ほとんどの電線が使用できます。特にツイストペア､シールドとかの制限はありませんが細い線を長距

離(数Km)使用する場合とかの特殊な場合は事前に動作確認して下さい。 重要なデータを複数、長期間

にわたって使用することになりますので丈夫なケーブルをご使用下さい。 伝送電源からの電力を供給

していますので細い電線の場合はダブルで使用すれば伝送距離が延びます。24Vのクロックで伝送して

いますのでインターホン等の弱電線と同一ケーブル内で使用するとクロストーク(漏話) が発生するこ

とがありますので避けて下さい。新規に敷設する場合であればCVVS 1.25sq4C等のケーブルをご使用下

さい。このシステムは拡張性が高く基本的には4回線までサポートしていますのでさしつかえなければ

1回線(256接点監視)増設ごとに2芯の予備線を見て下さい 。(同一ケーブルの多芯で可能) 既設の予

備配線等も使用できますがその場合は分岐、中継接続点 等をよく調べて絶縁がしっかりしていること

を確認してご使用下さい。

特に制限はありません。伝送ﾗｲﾝの+と-が接続されていれば動作します。 通常の電源を分配接続する

感覚でパラレルに接続すれば放射状、ループ状、送り配線 でもどんな分岐でもかまいません。

終端抵抗等は不要です。ループ配線は抵抗値が下がり伝送距離が伸びますし断線対策にもなりますが

伝送ラインがショートやリークした場合はその場所の特定に時間がかかる場合もあります。

多くの情報が集まるだけに配線は管理し易いことが重要です。分岐箇所は線間リークした時等の損傷

箇所の特定し易さやメンテナンス上からも端子台設けることをお勧めします。

配線方法不問

電線種別不問

（３）接続方法

・コネクタ接続タイプ

AD1 （1点入力ユニット） AD2 （1点出力ユニット）

AD3 （1点カウンター） AD4 （1点積算時間ユニット）

AD5 （1点文集カウンタ） AD6 （1点高速入力ユニット）

AD9 （1点水道検針ユニット） AD12（ライン、システムチェッカ）

使用コネクタ 日本航空電子 ILコネクタ IL-4S-S3L IL-8S-S3L

製品にはメスコネクターとハーネスが付属しています。

中継する場合は圧着スリーブで確実に接続して下さい。

・端子台接続タイプ

他のすべての伝送ユニットは端子台タイプで端子台は角座金付のM3で

すので先の細い 1.25YAS3等の圧着端子で接続して下さい。

接続は増設等で接続する時でも必ず一度電源を切ってから脱着して下

さい。

DC12V/24V

伝送ライン

伝送システムは伝送親局の伝送主基板に電源を供給することで2本の線が伝送ラインとして使用する

ことが可能になります。接続は伝送親局のL+,L-に子局のL+、L-を電線で接続します。そして親局ユ

ニット、子局の順に電源を供給します。伝送ユニットは各種のユニットが有り接続方法もコネクタ

接続や端子台接続があります。ユニットにより下記のようにな接続となります。

伝送主基板
ULP03

電源供給



（７）アドレス割付

まず256点の伝送アドレス(=I/O番号)をどのように使用するかを決めます。多点分散型の場合は複雑

になりますので事前にアドレス割付のリストを製作して下さい。

接点等のデジタル系は1～256のどの場所を使用してもかまいません。先行きアナログやパルスｽ計測

等を使い複数の用途として使う予定がある場合は129～240でお使い下さい。 また同一アドレスを重

複して使用することは特に問題はありません。動作はOR動作になります。 例えば分散している20箇

所の押しボタンのどれを押しても特定のドアが開くとか照明がつくとかの用途に使えます。 また出

力アドレスを重複させて1つのデマンド信号で工場内の何十台の機器を制御するとかに使用できます。

アナログ系、パルス系はA/D変換してBitを並べたり、 複数のユニットを選択したりしますのでアド

レス1～112までを固定で使用します。 通電中にアドレスを変更してもユニットが損傷することはあ

りませんが誤動作の原因になりますので アドレスを変更する時は必ず電源をお切り下さい。アドレ

ス設定の確認は認識し易い伝送親局の近くで接続して動作を確認して下さい。

動作、設定の確認は入力ユニットをONして、出力ユニットの同一アドレスがONすることを確認しま

す。これでOKです。ONしない時は入力と出力のアドレス設定と伝送線の接続を確認して下さい。

正常な設定を確認したら現地に取付けて同様に動作を確認して下さい。複数のユニットがある場合

はどの位置でもL+,L-を間違いなくパラレルに接続すれば動作します。

（４）ユニット電源

伝送ユニットには伝送ラインの信号電圧を動作用の電源として使うことのできる電源不要タイプと

12Vもしくは24Vの電源を必要とするタイプがありますが混在して使用することが可能です。

前述のように電源不要タイプは伝送ラインの電流(約2mA/1台)が増えるため細い線で長距離伝送する

場合は距離がやや下がります。長距離の場合は外部電源供給型をお勧めいたします。入力系のユニ

ットは消費電流が少ないので電源を元送りとして4芯のパラレル配線をするとトータルで経済的です。

（６）システムチェックの考え方
ユニバーサルラインは幅の広い信号をゆっくり時分割して使用する単純な回路なため動力線と平行
配線しても誤動作しません。ただし当然ながら断線したり配線抵抗が非常に大きいとリレー等と同
様に電圧が落ち動作不良になることはあります。個別に配線する一般的な配線と同様ですがケーブ
ルの断線が問題になる重要な系統の場合はＢ接信号を使用するかあるいはケーブル監視用にアドレ
スを１つ使用して終端に設置した 1点入力ユニット等の入力を常時ＯＮ状態にしてその信号を反対
側で受けて監視する方法もあります。
またライン、システムチェックユニットAD12を併用すればケーブルの断線とショートとシステム異
常を監視することができますので重要な制御用にはお使い下さい。
パソコン等を使用する場合、RS232Cユニットの部分は伝送距離はあまりとれず強烈なノイズには弱
いのでノイズの強い場所では配線距離、シールド線使用等のそれなりの使い方が必要です。
パソコンを使用する場合はシステム全体のチェック用のアドレスを設けパソコンと外部間で１分と
かの間隔で定期的に出力書き込み動作を行いそのエコーアンサを確認したり、あるいはその状態を
外部で常に監視したりしてパソコンのハングアップ監視も含めたシステム全体をチェックする方法
もあります。

（５）電源投入
工事を終わって最初に電源を投入する前には伝送ライ
ンのＬ+，Ｌ-がショートしていないかを確認してから
電源を投入して下さい。通常数十K～数百KΩの抵抗が
あります。また伝送ラインL+とL-の線がアースに落ち
ていないかも確認して下さい。
電源が複数ある場合はメイン側の電源から先に投入し
て端末機器のほうは最後に入れてください。
電源を投入するとULP03基板の右にあるLEDの下側のク
ロックランプが0.5秒周期で点滅すれば配線は正常で
す。上側の入力ランプは伝送ライン上の256ビットの
内のいずれかがONしているときに1ビットあたり1mSの
ONで僅かに点灯します。
電源投入後しばらくすると放熱フィンは少し熱をもち
ます。さわれないほど発熱が大きい場合やヒューズが
飛ぶ場合は伝送路の異常ですので電源を切って確認し
て下さい。

入力
ランプ

ｸﾛｯｸ
ランプ

ヒューズ（0.5A)

消費電流 伝送メインユニット 0.5A～2A 機器構成により変わります。
リレー出力ユニット 約20mA/リレー1点当り
入力ユニット 約100mA/1ユニット当り
40CH監視盤 約2A
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伝送ﾗｲﾝの中には1台の親局(ﾊﾟﾜｰｸﾛｯｸを供給するﾕﾆｯﾄ)が必要です。親局はULP03という黒色の放熱ﾌｨﾝ
のある伝送主基板もしくはこれを内臓するﾕﾆｯﾄで下記のような種類があります。

(※子局になるﾕﾆｯﾄは内臓ULP03を子局設定)

親
局
子
局
間
通
信

子
局
間
通
信 

Ｎ:

Ｎ 

無
制
限

すべてのﾕﾆｯﾄで伝送ﾗｲﾝ上のﾃﾞｰﾀを共有できます。

ﾃﾞｰﾀのｱﾄﾞﾚｽを合わせて入出力のやり取りをします。

同一ﾃﾞｰﾀを複数箇所でやり取りするときはｱﾄﾞﾚｽを

重複させて使用します。

伝送ラインのユニット構成

親局設定は同一伝送ﾗｲﾝ中に1台のみで複数の親局設定はできません。親局が
1台あれば子局は256台まで接続できます。(ｱﾄﾞﾚｽ重複の場合はほぼ無制限)
設定により親局ユニットを同一機能の子局ユニットにすることも可能です。

MW40
(40CH監視盤 )

親局になるユニット
ULP03

(伝送主基板)
PU0

(ｹｰｽ入り)

PUC
(RS232CI/F付)

PU8IN(8点入力付)

いずれかを親(ﾊﾟﾜｰｸﾛッｸを送出するもの)に設定することで伝送が可能になります。

子局は特に制限なく伝送ラインにパラレルに接続するだけです。

多点入力ﾕﾆｯﾄ SU8IN

SU40IN

多点出力ﾕﾆｯﾄ SU8RY

SU40IRY

パソコンI/Fﾕﾆｯﾄ PUC

8ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾕﾆｯﾄ SU8AD

1ｱﾅﾛｸﾞ出力ﾕﾆｯﾄ SU1DA

40CH監視盤 MW40

↑■外部電源不要タイプ(伝送ラインのパワーで動作)

1接点入力ﾕﾆｯﾄ AD1
1ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ出力ﾕﾆｯﾄ AD2
1点ﾊﾟﾙｽ積算ﾕﾆｯﾄ AD3
1点時間積算ﾕﾆｯﾄ AD4
1点分周付きﾕﾆｯﾄ AD5
水道検針ﾕﾆｯﾄ AD9
ラインチェカ AD12

↓■外部電源供給タイプ

(1点の信号監視、動作表示用 )
(表示､機器制御用 50V 100mA )
(電力等ﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾄ 7桁 40Hz以下)
(秒､日､月稼動時間累計用等 )
(1/2～1/32まで高速入力に対応)
(JIS準拠の水道ﾒｰﾀ電文取込み )
(伝送ﾗｲﾝの断線、ショート監視)

(8接点入力 )

8点単位の増設

(40接点入力 )

(8接点出力 )

8点単位の増設

(40接点出力 )

(パソコン監視制御計測ｼｽﾃﾑ )

(T-ｻｰﾐｽﾀ A-4～20mA V-0～5V用)

(0-5000mV 4-20mA 0-20mA )

(警報保持､個別出力有無等各種)

12V/24V電源供給

※

※

※

※

子局になるユニット
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PU40IN(40点入力付)

PU8RY(8点出力付)

PU40RY(40点出力付)

※
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ｱﾄﾞﾚｽ

　１
　２
　３
　４
　５
　６
　７
　８
　９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２

CH-BIT ｱﾄﾞﾚｽ

３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３
６４

CH-BIT ｱﾄﾞﾚｽ

６５
６６
６７
６８
６９
７０
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４
８５
８６
８７
８８
８９
９０
９１
９２
９３
９４
９５
９６

CH-BIT ｱﾄﾞﾚｽ

　９７
　９８
　９９
１００
１０１
１０２
１０３
１０４
１０５
１０６
１０７
１０８
１０９
１１０
１１１
１１２
１１３
１１４
１１５
１１６
１１７
１１８
１１９
１２０
１２１
１２２
１２３
１２４
１２５
１２６
１２７
１２８

CH-BIT ｱﾄﾞﾚｽ

１２９
１３０
１３１
１３２
１３３
１３４
１３５
１３６
１３７
１３８
１３９
１４０
１４１
１４２
１４３
１４４
１４５
１４６
１４７
１４８
１４９
１５０
１５１
１５２
１５３
１５４
１５５
１５６
１５７
１５８
１５９
１６０

CH-BIT ｱﾄﾞﾚｽ

１６１
１６２
１６３
１６４
１６５
１６６
１６７
１６８
１６９
１７０
１７１
１７２
１７３
１７４
１７５
１７６
１７７
１７８
１７９
１８０
１８１
１８２
１８３
１８４
１８５
１８６
１８７
１８８
１８９
１９０
１９１
１９２

CH-BIT ｱﾄﾞﾚｽ

１９３
１９４
１９５
１９６
１９７
１９８
１９９
２００
２０１
２０２
２０３
２０４
２０５
２０６
２０７
２０８
２０９
２１０
２１１
２１２
２１３
２１４
２１５
２１６
２１７
２１８
２１９
２２０
２２１
２２２
２２３
２２４

CH-BIT ｱﾄﾞﾚｽ

２２５
２２６
２２７
２２８
２２９
２３０
２３１
２３２
２３３
２３４
２３５
２３６
２３７
２３８
２３９
２４０
２４１
２４２
２４３
２４４
２４５
２４６
２４７
２４８
２４９
２５０
２５１
２５２
２５３
２５４
２５５
２５６

CH-BIT

Ｅ-０
Ｅ-１
Ｅ-２
Ｅ-３
Ｅ-４
Ｅ-５
Ｅ-６
Ｅ-７
Ｅ-８
Ｅ-９
Ｅ-Ａ
Ｅ-Ｂ
Ｅ-Ｃ
Ｅ-Ｄ
Ｅ-Ｅ
Ｅ-Ｆ
Ｆ-０
Ｆ-１
Ｆ-２
Ｆ-３
Ｆ-４
Ｆ-５
Ｆ-６
Ｆ-７
Ｆ-８
Ｆ-９
Ｆ-Ａ
Ｆ-Ｂ
Ｆ-Ｃ
Ｆ-Ｄ
Ｆ-Ｅ
Ｆ-Ｆ

０-０
０-１
０-２
０-３
０-４
０-５
０-６
０-７
０-８
０-９
０-Ａ
０-Ｂ
０-Ｃ
０-Ｄ
０-Ｅ
０-Ｆ
１-０
１-１
１-２
１-３
１-４
１-５
１-６
１-７
１-８
１-９
１-Ａ
１-Ｂ
１-Ｃ
１-Ｄ
１-Ｅ
１-Ｆ

２-０
２-１
２-２
２-３
２-４
２-５
２-６
２-７
２-８
２-９
２-Ａ
２-Ｂ
２-Ｃ
２-Ｄ
２-Ｅ
２-Ｆ
３-０
３-１
３-２
３-３
３-４
３-５
３-６
３-７
３-８
３-９
３-Ａ
３-Ｂ
３-Ｃ
３-Ｄ
３-Ｅ
３-Ｆ

４-０
４-１
４-２
４-３
４-４
４-５
４-６
４-７
４-８
４-９
４-Ａ
４-Ｂ
４-Ｃ
４-Ｄ
４-Ｅ
４-Ｆ
５-０
５-１
５-２
５-３
５-４
５-５
５-６
５-７
５-８
５-９
５-Ａ
５-Ｂ
５-Ｃ
５-Ｄ
５-Ｅ
５-Ｆ

６-０
６-１
６-２
６-３
６-４
６-５
６-６
６-７
６-８
６-９
６-Ａ
６-Ｂ
６-Ｃ
６-Ｄ
６-Ｅ
６-Ｆ
７-０
７-１
７-２
７-３
７-４
７-５
７-６
７-７
７-８
７-９
７-Ａ
７-Ｂ
７-Ｃ
７-Ｄ
７-Ｅ
７-Ｆ

８-０
８-１
８-２
８-３
８-４
８-５
８-６
８-７
８-８
８-９
８-Ａ
８-Ｂ
８-Ｃ
８-Ｄ
８-Ｅ
８-Ｆ
９-０
９-１
９-２
９-３
９-４
９-５
９-６
９-７
９-８
９-９
９-Ａ
９-Ｂ
９-Ｃ
９-Ｄ
９-Ｅ
９-Ｆ

Ａ-０
Ａ-１
Ａ-２
Ａ-３
Ａ-４
Ａ-５
Ａ-６
Ａ-７
Ａ-８
Ａ-９
Ａ-Ａ
Ａ-Ｂ
Ａ-Ｃ
Ａ-Ｄ
Ａ-Ｅ
Ａ-Ｆ
Ｂ-０
Ｂ-１
Ｂ-２
Ｂ-３
Ｂ-４
Ｂ-５
Ｂ-６
Ｂ-７
Ｂ-８
Ｂ-９
Ｂ-Ａ
Ｂ-Ｂ
Ｂ-Ｃ
Ｂ-Ｄ
Ｂ-Ｅ
Ｂ-Ｆ

Ｃ-０
Ｃ-１
Ｃ-２
Ｃ-３
Ｃ-４
Ｃ-５
Ｃ-６
Ｃ-７
Ｃ-８
Ｃ-９
Ｃ-Ａ
Ｃ-Ｂ
Ｃ-Ｃ
Ｃ-Ｄ
Ｃ-Ｅ
Ｃ-Ｆ
Ｄ-０
Ｄ-１
Ｄ-２
Ｄ-３
Ｄ-４
Ｄ-５
Ｄ-６
Ｄ-７
Ｄ-８
Ｄ-９
Ｄ-Ａ
Ｄ-Ｂ
Ｄ-Ｃ
Ｄ-Ｄ
Ｄ-Ｅ
Ｄ-Ｆ

アドレス表（1+10進⇔16進）

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

129～ 137～ 145～ 153～ 161～ 169～ 177～ 185～ 193～ 201～ 209～ 217～ 225～ 233～ 241～ 249～

ＳＷの
向き

１
２
３
４
５
６
７
８

ONOFF 1～ 9～ 17～ 25～ 41～ 49～ 57～ 65～ 73～ 81～ 89～ 97～ 105～ 113～ 121～33～

入力設定

出力設定

入力アドレスの設定は使用するアドレスの先頭アドレスを設定します。

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

８

１

～136 ～144 ～152 ～160 ～168 ～176 ～184 ～192 ～200 ～208 ～216 ～224 ～232 ～240 ～248 ～256

８
７
６
５
４
３
２
１

ON OFF

ＳＷの
向き

～8 ～16 ～24 ～32 ～40 ～48 ～56 ～64 ～72 ～80 ～88 ～96 ～104 ～112 ～120 ～128

出力アドレスの設定は使用するアドレスの最終アドレスを設定します。

ジャンパー

サブモード

メインモード

アドレスの設定

１
２
３
４
５
６
７
８

ONOFF

ULP03の増設入出力のアドレス設定

AD1,AD2,AD6 のアドレス設定

伝送カウンタAD3 のスキャンアドレス

87654 321

0

FED
CBA
9 87654 321

0

FED
CB

A987654 321

0

FED
CBA

9 87654 321

0

FED
CB

A9

CH BIT

１
２
３
４
５
６
７
８

入力設定
ＳＷ

出力設定
ＳＷ

１
２
３
４
５
６
７
８

87654 321

0

FED
CBA

9 87654 321

0

FED
CB

A987654 321

0

FED
CBA

9 87654 321

0

FED
CB

A9

CH BIT

上記の表 - 1 CH BIT
スキャンアドレス 01 0-1
スキャンアドレス 02 0-2
スキャンアドレス 12 0-A
スキャンアドレス 20 1-4

アナログ入力8ADのスキャンアドレス

1
2
4
8
16
32
64
128

データ

スキャンアドレスは
ONデータの合計
1 ON - スキャンアドレス 1
12 ON - スキャンアドレス 3
123ON - スキャンアドレス 7
56 ON - スキャンアドレス 48

CH BIT



伝送一般について

■Ｑ■時分割多重伝送とはど言うことですか。
■Ａ■１対の信号線を利用して信号の送り受けを複数の装置が時間的に切替えて使用するとです。ユニバーサルラインはシン

プルなこの伝送方式を採用しています。
■Ｑ■ユニバーサルラインの特徴は何ですか。
■Ａ■どのような電線、ケーブルを使用しても多数の信号を多重伝送できることと、長距離の伝送が可能なこと、及び長い年

月の間、機器の完全互換性を踏襲してそのまま変更なしに長期間使用できることです。
■Ｑ■完全互換性を踏襲とはどう言うことですか。
■Ａ■単純な接点信号の時分割伝送なので変えようがありません。そのため18年以上前の機器が現在のシステムでも動作し

ます。さらにその基本を踏襲したユニットのファミリーが増えて用途が拡大しています。
■Ｑ■当初より増えたファミリーとは何ですか。
■Ａ■接点伝送以外のユニットでアナログ入力、パルス入力、超長距離伝送ユニットやパソコン、ＬＡＮ、インターネット等

とのインターフェースでこれらと融合することでさらに用途が拡大しています。今後もこの基本はかわりません。256
信号の伝送の0.5秒の遅延がゆるされる範囲でお使い下さい。

■Ｑ■どのような信号を送ることができますか。
■Ａ■接点信号、温度等のアナログ信号、電力使用量などのパルス信号が複数混在して2本の電線で伝送することができます。

■Ｑ■配線方法に制限はありませんか。
■Ａ■どのような配線方法をしてもかまいません。Ｔ型分岐、放射状分岐、ツリー型分岐、分岐先の分岐等が自由にできます

。分岐の支線長の制限はありません。
■Ｑ■Ｎ：Ｎの通信ができるとはどういうこですか。
■Ａ■各ユニットが個々の時間位置に時分割で全ライン上に信号を送るからです。すべての信号はすべてに共用で認識できま

す。親子の概念は特にありません。
■Ｑ■終端抵抗は不要でしょうか。
■Ａ■はい不要です。伝送電源が低インピーダンスでラインドライブしているので終端抵抗は必要ありません。

■Ｑ■ラインナップの中で電源不要タイプとありますがどのようなものですか。
■Ａ■伝送ラインの伝送用クロックを整流して伝送ユニットの電源として使えるタイプで2本の電線を利用して個別の送信と受

信と電源供給が可能になるユニットです。
■Ｑ■電源不要タイプはどのようなものがありますか。
■Ａ■１点の、入力ユニット、出力ユニット、パルス積算ユニット、アナログ計測ユニットと４点の入力ユニットです。自由

な２本のパラレル配線で最大250箇所の監視、制御、計測が可能になります。少数の信号が広域に分散している場合に便
利なユニットです。

使用する電線と耐ノイズ性について

■Ｑ■ユニバーサルラインはどのような電線でも使用できるとありますが本当ですか。
■Ａ■本当です。電気が通るものがであればどのようなものでも使用できます。裸電線を使用してもノイズの影響をうけるこ

とがありません。名前の通りユニバーサルな伝送ラインです。
■Ｑ■もう少し詳しく説明してください。
■Ａ■具体的にはＣＶＶ、ＣＶＶＳ、ＣＰＥＶ、ＣＰＥＶＳ、ＡＥ線、ＶＡ、ＶＣＴＦ、ＭＶＶＳ、ＩＶ、ＫＶ、同軸、ＡＣ

コード、電話線、多対のケーブルの一部、異なるペア線の各１本、ステンレスワイア、補償導線、シールド線の外側、
光ケーブルの内部銅線等で電気が通り、絶縁がしっかりしているものであればすべて使用できます。

■Ｑ■動力線とかの電源線はそのまま使用できますか。
■Ａ■電力線への電源重畳はできません。ただ警報表示等の信号電圧の印加されている配線で現場に電源があればその電線を

多重化して256点の信号を伝送できます。
■Ｑ■電線の太さは関係ありませんか。
■Ａ■ある程度の太さは必要です。伝送ラインで少しパワーを送りますので0.5φとかの細い電線で１Km以上とかの長い距離を

伝送することはできません。その場合は2本以上の線をパラレルに接続して抵抗値を下げれば伝送できます。
■Ｑ■配線ルートとかの制限はありますか。
■Ａ■ありません。動力線と同じダクトでもかまいません。往路と復路のルートが違っていてもかまいません。要は電圧降下

が極端に大きくなければ使用できます。往路と復路の抵抗等の電気的特性がアンバランスでも伝送に影響は与えません。
■Ｑ■通常、往路と復路の抵抗値が異なる伝送は無理ではないでしょうか。
■Ａ■その通りです。RS485通信等ほとんどの伝送で採用されている平衡型の伝送の場合はそうです。しかしユニバーサルライ

ンは平衡型伝送ではありません。
■Ｑ■なぜ平衡伝送ではないのですか。
■Ａ■それは24Vの電源でその電力を断続的にクロック状にして供給しているだけの単純な伝送だからです。そして断続的な隙

間にデータを乗せます。アンバランスを基本とした時分割の伝送方式です。
■Ｑ■平衡伝送でないとノイズに弱いはずですが。
■Ａ■確かにRS485通信等はシールド無しの平行線でノイズレベルの大きな環境下での伝送はできません。RS485通信は平衡伝

送とは言えども本来はノイズ電圧の影響を受け易い電圧による伝送だからです。時として伝送データ電圧以上になるノ
イズの高い電圧にはかないませんがそれをシールド付ツイストペア線でバランスを取り外界の影響を相殺して伝送して
います。

■Ｑ■アンバランスでノイズを相殺できなければ不安定では？
■Ａ■ユニバーサルラインがノイズの影響を受けないのは、いくら伝送ラインにノイズが混入してもその電圧をノイズとして

認識できないほどハイレベルの耐ノイズ特性で信号を丈夫にして伝送しているからです。そのため不工平衡でも確実に
通信が行えます。

■Ｑ■「丈夫にして伝送」とはどういうことですか。
■Ａ■伝送ラインの信号をノイズに負けないほどの体力のあるパワーでラインドライブしています。一般に伝送ラインからの

ノイズは近傍の高電圧の静電結合や大電流の電磁結合によりノイズ電圧を誘起させるのが原因です。しかしそれらは空
間を介在した結合なので誘起電圧は高くても体力の無いひ弱な張子のトラのようなもので正面からぶつかればすぐに消
えてしまいます。これを相手の背の高さだけで判断している他の電圧検出型の伝送だと本物のトラと勘違いします。こ
れがノイズによる誤動作です。トラと正面からぶつ かって真値を探る。これがユニバーサルラインの伝送の基本で、
ノイズに強い要因のひとつです。

■Ｑ■「丈夫な伝送」以外でのノイズに強い要因は？
■Ａ■通常の信号の伝送は周波数が高ければ高いほど多くのデータが送れて非常に便利ですので現在では10、100、1000MBiｔ

/SのLAN等が使用されています。ユニバーサルラインの伝送はあえて逆のできるだけ直流に近いところで伝送しているた
めノイズ高い周波数が多い交流分）の影響を受けません。

ユニバーサルライン Ｑ＆Ａ
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■Ｑ■「直流に近いところで伝送」とはどのような伝送ですか。
■Ａ■例えば24Vの直流の電源を複数の箇所にスイッチで切替えながら時分割で配信しているイメージです。実際24Vのパワー

クロックをパラレルに配信してそのクロックの隙間を時分割で各ユニットが利用しています。
■Ｑ■時分割と直流は矛盾するような気がするのですが。
■Ａ■直流ではありません。24Vの直流を約500Hzの速さで断続したものです。装置の資質により周波数の高い/低いの基準が異

なりますが現在最低速のLANは10MBitです。これは10000000Hzです。500Hzはその2万分の1です。非常に直流に近く遅い
スピードですがそのぶん2万倍も信号幅がひろいのでこれが耐ノイズ性、長距離伝送特性の重要なポイントです。

■Ｑ■伝送に影響を与えるノイズとは何ですか。
■Ａ■一般にノイズの影響を受ける とは接続して無いのに予期せぬデータとして認識できるレベルの電圧が混入することです

。これは空間を電磁結合、静電結合で「ノイズ」が道を作り渡ってきます。道は周波数により幅や質が変わります。高
周波の場合はあたかも高速道路で繋がり、周波数が下がると道は細くなるようなものです。直流では遮断されます。こ
のように直流的に周波数を下げるのはノイズ抑制に大きな効果があります。

■Ｑ■信号幅が広いと耐ノイズ性に効果がありますか。
■Ａ■それは耐ノイズ性向上の一番の要因です。それと独自のノイズ抑制技術とノイズ除去の技術により伝送ラインに大きな

ノイズがきてもノイズだけを除去して信号は減衰せずに伝送することができます。
■Ｑ■ノイズの強烈な現場での施工例とかはありますか。
■Ａ■多くあります。440Ｖの動力線と100mの間、テープで密着配線したシールド無しの伝送ラインで監視､制御、アナログ計

測等に使用されています。しかも動力線はインバータ経由のモーターの回路です。

伝送速度と伝送距離について

■Ｑ■伝送速度が遅い気がしますが使用上どうですか。
■Ａ■１スキャン0.5秒で256点の接点信号を伝送しています。これは0.5秒間で256台の機械等のＯＮ/ＯＦＦの監視、制御がで

きるということです。高速の位置決め制御等には使用できませんが長距離、広域の多点の監視、制御には問題ない場合
が多くあります。さらに高速カウント等が必要な場合は各伝送端末に高速でデータを記録させて1秒とか1分単位で読み
出す方式も併用しています。

■Ｑ■実際の現場でどうですか
■Ａ■システムの組み方で大きく異なりますが広域多点の場合は他のシステムよりはるかに速い場合も多くあります。この伝

送システムは他のシステムの方法のように（例えば１０ビット使用してテキストの1情報を送るＲＳ485やシーケンサの
メモリのバッチ転送、ヘッダーフッターの追加、プロトコル変換等の）冗長な処理を行っていませんのでムダがありま
せん。パソコンやシーケンサで長距離の監視や温度計測にユニバーサルラインを使用すれば10Km先のこれらのデータ収
集を１秒で行うことが可能です。

■Ｑ■このままで伝送速度を上げる方法はありませんか。
■Ａ■あります。互換性を保つため周波数500Hzは変えませんが1スキャンの点数を減らすことで高速性を可能にしています。

オプションで 128点-0.25秒、64点-0.13秒もできます。32接点専用のタイプもあり約0.08秒でカメラの長距離遠隔制御
に使用している例もあります。 単に信号幅が狭いだけの場合は高速取込みユニットを使用して基本256点のユニットを
使用する場合が多くあります。

■Ｑ■なぜ長距離の伝送が可能ですか。
■Ａ■それは適度に低い伝送周波数の選定とノイズを抑制する特許とノウハウを巧みに組み込んだ回路技術を採用しているか

らです。
■Ｑ■周波数が低いと長距離伝送できますか。
■Ａ■一般に周波数が高いと長距離のケーブルの場合は静電容量が大きい（1Kmで約0.1μF）のであたかも低抵抗でショートさ

れたようになったりあるいは伝送路へ多くの電荷を充電させるため波形の鈍りが大きくなったりして遠くへ信号を伝送
することができません。周波数が低いとそれがすべて逆になり楽に長距離伝送が可能になります。

■Ｑ■長距離伝送の距離はどの程度ですか。
■Ａ■使用する電線の太さは伝送ユニットの種類、使用点数及び伝送路内のユニットの分散状況等により変わりますが前記の

例を参考にして下さい。
■Ｑ■ケーブル種別と伝送距離は関係ありますか。
■Ａ■伝送距離は線間容量で大きく変わります。線間容量の大きいケーブルは伝送距離が下がります。逆に被服の厚いケーブ

ルは線間容量が小さいので伝送距離が延びます。
■Ｑ■途中分岐と伝送距離の関係はどうですか。
■Ａ■伝送ラインの途中分岐はいくら分岐してもかまいません。そのぶん伝送総延長距離は延びます。総延長距離が極端に長

いと線間容量が増えますので最端までの伝送距離はやや下がります。
■Ｑ■ダブル配線をすると伝送距離は延びますか。
■Ａ■電線の径が細くて抵抗値が大きい場合はその配線をダブルかトリプルにするのは有効な方法です。平衡伝送では無いの

で何ら悪影響はありません。施工において距離が長くて伝送状況が不明な場合は太めの線かダブル用の予備線を用意し
て下さい。

■Ｑ■伝送ユニットの種別と伝送距離は変わりますか。
■Ａ■前記のよう伝送ラインより電源供給する2線式のユニットを多く使用する場合は伝送路の電流を多く消費するので伝送距

離が少し下がります。長距離の伝送の場合は太い線を使用するか電源供給型のユニットをお使い下さい。

伝送機器のラインナップについて

■Ｑ■納期及び在庫の有無、保守体制はどうですか。
■Ａ■受注生産品以外はほぼ即納体制です。(まれに一時的に納期のかかる時もあります。)保守体制については長期継続使用

を前提としていますのでバージョンアップはありますが同一機能のものの廃止は一切ありません。
■Ｑ■伝送ユニットを使用したシステムやソフトはありますか。
■Ａ■各種ありますのでお問い合わせ下さい。

■Ｑ■RS232Cを使用したシステムを組みたいのですが。
■Ａ■通信コマンドﾞを公開しています。VB、シーケンサでのサンプルソフトもありますのでお問い合わせ下さい。

■Ｑ■。OEM供給が可能ですか。
■Ａ■ 可能ですのでお問い合わせ下さい
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他の機能的な質問

■Ｑ■伝送ラインのエラーチェックはありますか。
■Ａ■メイン側でシステムチェックを行っています。瞬時でもケーブルの断線、ショート、リークが問題になる場合はB接点

での伝送を行うかケーブルチェックも含めたシステムチェックユニットAD12を併用して下さい。
■Ｑ■電源重畳はできませんか。
■Ａ■できません。どのような電線でも伝送できますがあくまでも電圧の乗っていない電線で伝送します。

■Ｑ■外部に対してのノイズの影響はありますか。
■Ａ■ある場合もあります。DC24Vの矩形波で伝送をしていますのでインターホン、構内放送、映像のケーブル等と同一のケ

ーブルもしくは同一の配管で伝送することは避けて下さい。周波数は低いのでLAN等への影響はありません。
■Ｑ■トロリー、スリップリングで使用できますか。
■Ａ■使用できます。この場合は伝送路のチェックも行うチェックユニットAD12を併用して下さい。

■Ｑ■入出力への接続は絶縁しなくても大丈夫ですか。
■Ａ■必要ありません。入力ユニットの入力端子や伝送回路のマイナス側はすべてコモン線として共通になっています。基

準がひとつなため安定して動作します。但し長距離配線を推奨していない機器等を接続する場合はリレーとかアイソ
レータを入れて下さい。

■Ｑ■使用温度環境はどの範囲ですか。
■Ａ■使用温度範囲はマイナス10度～プラス60度です。温度試験ではマイナス40度～プラス80度でも連続して動作していま

す。
■Ｑ■伝送アドレスの概念がわかりにくいのですが。
■Ａ■伝送アドレスとはその伝送ラインの伝送電源が発生する基準信号より数えたクロック数（時間的位置）のことです。

時分割多重伝送の基準です。各ユニットは設定された伝送アドレス＝ON/OFFする時間位置＝1～256の接点番号で信号
をやり取り(入力ユニットはON/OFFの書込み、出力ユニットはそこのON/OFFを見て出力リレーに反映させる)します。

■Ｑ■ON/OFFする時間位置＝1～256の接点番号とは？
■Ａ■時間を256ブロックで区切ってそれぞれの区切った時間のみを指定されたリレーがON/OFFで使用する時分割のイメージ

で伝送アドレス＝時間順＝接点番号となります。
■Ｑ■伝送アドレスが重複されたらどうなりますか。
■Ａ■重複してもかまいません。出力アドレスが重複したらその状態を見て出力リレーに反映しますので複数箇所での出力

が可能になります。入力アドレスが重複すればON/OFF書込みをON優先のOR動作になります。

アナログとパルスの伝送とスキャン型計測について

■Ｑ■ユニバーサルラインはでアナログやパルスの伝送はできますか。
■Ａ■できます。ユニバーサルラインは時分割で複数の接点信号を送っていますがその接点信号の位置にA/D変換したアナロ

グデータや2進化したパルスデータを書き込むことにより高精度で確実な長距離の伝送が可能になります。
■Ｑ■スキャン型計測とは何ですか。
■Ａ■パソコンやシーケンサ等の主局の指示で伝送の0.5秒単位のスキャンごとに端末の接続機器を切替えて計測する多点計

測ができるデータ収集方法です。
■Ｑ■アナログ計測等はすべてスキャン型計測になりますか。
■Ａ■スキャン型計測はアナログユニットや積算ユニットの計測が複数ある時に使用します。アナログユニット、積算ユニ

ットが1台の時は使用しません。その時のスキャン順は001で固定です。
■Ｑ■スキャン型計測は伝送ラインのどこの接点信号を使用しますか。
■Ａ■256接点中の112接点信号をスキャン順を利用した計測用として使用します。
　　　使い方は先頭より　
　　　① 1～8接点（伝送アドレス）＝端末選択信号
　　　② 9～16接点（伝送アドレス）＝端末応答信号
　　　③ 17～112接点（伝送アドレス）＝計測データ
　　　0.5秒ごとにパソコンやシーケンサで先頭8BitのON/OFF①を送出して選択し、それに応答した端末機器が①と同じ 端

末応答信号②を返しその後にデータを送ってきます。
■Ｑ■スキャン型計測はどのように使いますか。。
■Ａ■例えばパソコン、シーケンサ等から8接点出力中 10000000（左若番）と1番目の接点をONにすると伝送ライン上の1番

目の機器が応答し、11000000と出力すると10進変換した3番目の機器が応答します。
01011111と出力すると250番目の機器が応答します。

■Ｑ■応答データはどのようなものですか。
■Ａ■応答データはすべて1/0の接点信号です。接点位置 17～112にアナログの場合は12ビットA/D変換した2進データが、積

算値の場合は24ビットの2進データが乗っていますこれを取り込むことによりシ－ケンサの汎用接点入力で多数のアナ
ログ計測等が可能になります。

■Ｑ■スキャンアドレスはいくつありますか。
■Ａ■設定は255アドレスですが実際は250まで使用しています。

■Ｑ■250台を選択してデータを読み出す時の時間は？
■Ａ■250ｘ0.5秒＝125秒 約2分かかります。

■Ｑ■そんなノンビリした時間で大丈夫ですか。
■Ａ■タンクのレベル測定、温度測定とか電力検針とか主にゆっくりした変化のアナログ計測とか人が広域の測定、検針を時

間をかけてしている場合等の自動収集用、データ分析用とかの用途が多いです。アナログ、温度計測は2分で250ｘ8点
＝2000点の計測が可能ですのでそう遅くはありません。

■Ｑ■接点の監視制御とアナログ等のデータ計測とはどう違いますか。
■Ａ■接点信号は1信号＝1ビットですがデータ計測は複数の接点信号を利用してアナログ等を伝送しています。

■Ｑ■接点信号とパルス、アナログ信号等の混在転送は可能でしょうか。
■Ａ■可能です。0.5秒応答の接点信号で監視してその警報発生時に関連のアナログ計測値を測定する方法もあります。

■Ｑ■アナログユニットの精度はどのぐらいですか。
■Ａ■それぞれ0.5％FS以下です。 アナログ→A/D変換→伝送ライン→D/A変換→アナログの場合のトータル精度は0.7％FS程

度です。

P13



導入に当たって

■Ｑ■機器構成はどのような考え方でまとめたら良いでしょうか。
■Ａ■伝送ユニットは大規模なものから小規模なものまですべて互換性があり、後日伝送ライン上のどこにでも追加可能です

ので必要最低限のユニット構成でかまいません。ケーブルは余裕のある芯数を選定しておくと後日の拡張や工事が簡単
になります。初回の設計で管理点数の多い場合はお問い合わせ下さい。

■Ｑ■最低必要な機器は何ですか。
■Ａ■伝送親機と呼ばれるもので伝送ラインにパワークロックを供給するULP03と言う基板もしくは内蔵しているユニットが

1台必要です。あとは必要点数の入力、出力ユニットです。
■Ｑ■アドレス構成と割付はどのように考えたら良いですか
■Ａ■システムをすべて接点信号で使用する場合は1～256のどこを使用してもかまいません。システムにアナログ伝送もしく

はパルス計測の予定がある場合はこれらの伝送アドレスは決まっていますので混在して接点信号を使用する時は接点伝
送のアドレスは113～240までをお使い下さい。

■Ｑ■接点信号が256点を超える場合はどうしたらよいですか。
■Ａ■伝送ラインを2回線使用して下さい。シーケンサやパソコンに接続するRS232C変換ユニットは伝送ラインを4回線同期し

て拡張することができます。この場合同期して拡張しますので1024点の伝送遅延は0.5秒です。
■Ｑ■どのような用途が多いですか。
■Ａ■遠隔地のポンプ制御監視、多点の温度計測、工場の省エネ計測、警報信号の詳細伝送、アナログパルス接点の混在伝送

。ユニバーサルラインの長距離伝送性を生かした各種の監視、制御、計測。多点I/O性を活かした監視、制御、計測。
パソコンシーケンサへの各種データ取込み管理ロギング等多くあります。

施工、工事について

■Ｑ■新規に配線する場合のケーブルの種類は？
■Ａ■どのような線でも使用できますが新規にケーブルを敷設する場合でしたら先行き多くの信号が集まりますので長期間使

用できる丈夫なケーブルをご使用下さい。距離とユニット台数にもよりますが例えばCVV-S 1.25sq4芯とか、ケーブル
が長期にダメージを受け無い場所であればCPEVS2Pの0.9φ、1.2φとかをご使用下さい。距離が長い場合や拡張性が有
る場合は予備線を入れておくことをお勧めします。

■Ｑ■他社がツイストペアーケーブルを推奨していますが普通のケーブルで伝送可能ですか。
■Ａ■かまいません。アンバランスな電線で伝送できます。

■Ｑ■運転前に信号上のノイズ等のチェックは必要ないでしょうか。
■Ａ■ケーブルの絶縁が正常であればまず不要です。非常に劣悪なノイズ環境であればデモ機をお貸ししますので試験をして

下さい。動力線と平行配線等であれば問題ありません。
■Ｑ■アースの処理はどうしたら良いですか。
■Ａ■基本的には取りません。シールド線を使用する場合は中継部で接続して両端は浮かせておいて下さい。

■Ｑ■接続ｹｰﾌﾞﾙは最大何mまで伸ばせるのか。
■Ａ■太ければどこまででも延ばせます。伝送の位相調整等によりメタル線0.9φで100Km伝送できる方法もありますので興味

がありましたらお問い合わせ下さい。
■Ｑ■分岐の方法はどうしたら良いでしょうか。
■Ａ■分岐方法は特に指定はありません。Ｔ型分岐、放射状分岐、ツリー型分岐、分岐先の分岐等ラインの極性＋－を合わせ

て接続されていればすべてOKです。幹線の分岐箇所は線間リークした時等の損傷箇所発見やメンテナンス上からも端子
台設けることをお勧めします。

■Ｑ■アドレス設定はどのようにして行うのですか。
■Ａ■1～256の設定のみです。1と設定したすべての入力は1と設定したすべての出力ユニットへ、2と設定したすべての入力

は2と設定したすべての出力ユニットへ信号が伝わります。
■Ｑ■伝送がうまくできない時のチェックはどのようにしたら良いですか。
■Ａ■まず不要な配線を切り離しメインユニットのすぐ横に端末機器を置いて接続して動作を確認して下さい。そして徐々に

接続箇所を変えて距離を延ばしてください。うまくいかなかった場合のほとんどが配線の間違いですので中継が多い場
合は電源投入前によく確認してください。

■Ｑ■配線を間違えたら壊れますか。
■Ａ■まず壊れません。極性を逆に接続しても壊れませんが動作しません。ラインがショートしていると伝送電源基板（黒い

放熱フィンのある基板）のヒューズ(0.5A）が飛びます。ヒューズが飛ぶとフィン右下の緑色のLED点滅が消えます。
■Ｑ■伝送の動作確認はどこでわかりますか。
■Ａ■黒いフィンのある伝送電源基板の緑色のLEDで確認できます。2個ありますが端子側のLEDが伝送周期の0.5秒単位で点滅

していれば伝送ラインは正常です。フィン側のLEDは伝送ライン上の入力がONであれば1入力当たり1mSの期間点灯しま
す。

既設配線の予備線を使用する場合

■Ｑ■未使用の電線はすべて使えますか。
■Ａ■ 他の回路で使用してなければ使用できます。

■Ｑ■途中でケーブルが何箇所も中継接続されていますが使えますか。
■Ａ■ はい、確実に接続されていれば使用できます。

■Ｑ■多芯ケーブルの一部でも可能ですか。
■Ａ■はい、ほとんど問題ありません。動力系の一部でもかまいません。ただインバータモータの線と同一ケーブルの場合

は長さに制限があります。また多芯の中に放送、インターホン、電話が使用されている場合は漏話が出ることがあり
ますので事前に確認して下さい。

■Ｑ■線の太さが途中で変わりますが大丈夫ですか。
■Ａ■ 問題ありません。

■Ｑ■予備の電線を使用するときの確認事項はどのようなことがありますか？
■Ａ■ ・まず配線経路を確認して下さい。

・パラルル分岐が多い場合は総延長は延びますが最長伝送距離は下がります。
・不要なものが接続されていない予備線であることを確認して下さい。
・使用する2本線の線間の絶縁及びアース間の絶縁をメガーで測定して下さい。通常1MΩ以上です。
・片側で2本線をショートして反対側で配線の抵抗値をテスタで測定して下さい。2sqの線1Kmで約20Ωです。
・ショートした箇所をオープンして次に線間容量を測定して下さい。通常1Kmで0.1μF以下です
・数Km以上の伝送は配線抵抗と線間容量が大きく影響しますのでお問合わせ下さい。
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ユニバーサルライン

の使い方

豊豊中中計計装装株株式式会会社社 0066--66333366--11669900

Universal-Line
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